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(
一
)

安
然
は
天
台
宗
の
密
教
の
大
成
者
と
し
て
有
名
で
あ
り
、
密
教
関
係

の
著
述
も
数
多
く
あ
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
そ
の
反
面
顕
教
関
係
の

著
述
が
少
い
の
も
亦
た
当
然
で
あ
る
。
そ
の
数
少
い
顕
教
関
係
著
述
の

中
に
、
即
身
成
仏
義
私
記
な
る
著
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
に
よ
つ
て
安
然

の
顕
教
方
面
の
素
養
を
眺
め
て
見
た
い
と
思
う
。

安
然

の
即
身
成
仏
義
私
記

(以
下
私
記
と
略
称
す
る
)
が
論
述
せ
ら
れ

た
由
来

は
、
末
尾
に
記
述
せ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
貞
観
五
年
六
月
法

華
会
に
於
け
る
即
身
成
仏
の
謹
い
の
記
事
か
ら
推
測
出
来
る
。
こ
の
記

事
は
、
貞
観
五
年
六
月
法
華
会
に
於

い
て
、
講
師
の
唱
え
る
即
身
成
仏

(
1
)

の
説
に
従
わ
ず
、
心
作
仏
の
み
許
し
て
身
作
仏
を
許
さ
な
い

一
類
の
執

者
が
あ

つ
て

一
大
論
争
に
発
展
し
た
。
当
時

の
座
主
慈
覚
大
師
は
深
く

こ
れ
を
憂
え
て
、
こ
の
大
論
争
の
後
に
於
い
て
も
毎
月
門
下
を
集
め
て

即
身
成
仏
の
疑
問
の
旨
に
答
え
て
即
身
成
仏
の
義
に
つ
い
て
解
説
を
せ

ら
れ
た
。
そ
れ
等
の
疑
問
解
説
を
集
大
成
し
て
六
十
四
箇
の
問
答
形
態

と
二
十
箇
の
会
難
形
態
に
纒
め
た
も
の
が
こ
の
私
記

一
部
で
あ
る
こ
と

を
述
べ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
私
記

一
部
撰
述
の
由
来
は
、
貞
観
五

年

(
八
六
三
)
の
六
月
法
華
会
の
論
争
と
そ
の
後

の
慈
覚
大
師
及
び
そ
の

門
下
と
の
間
に
交
わ
さ
れ
た
質
疑
応
答
と
を
直
接
動
機
と
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。

こ
の
撰
述
の
時
期
に
つ
い
て
は
貞
観
五
年
六
月
よ
り
後

で
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
慈
覚
大
師
は
翌
貞
観
六
年
正
月
に
示

寂
し
て
お
ら
れ
る
か
ら
大
師
と
門
下
と
の
間
の
質
疑
解
説
は
僅

々
半
ケ

年
間
で
打
切
ら
れ
た
筈
で
あ
る
か
ら
、
大
師
示
寂
後
程
遠
か
ら
ぬ
時
期

に
書
き
上
げ
ら
れ
た
も
の
と
想
像
出
来
る
。
示
寂
後
程
遠
か
ら
ぬ
時
期

の
上
限
と
し
て
は
、
貞
観
五
年
六
月
会
論
争
記
事
中
に
は
円
仁
の
こ
と

(
2
)

を
大
師
と
尊
称
し
て
お
り
、
円
仁
が
慈
覚
大
師

の
大
師
誰
号
を
賜
つ
た

の
は
示
寂
後
二
年
半
経
過
し
た
貞
観
八
年
七
月
十
四
日
で
あ
る
か
ら
、

大
師
と
尊
記
し
て
い
る
こ
の
私
記
は
貞
観
八
年
を
上
限
と
し
て
そ
れ
以

後
程
遠
く
な
い
間
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
然
ら
ば
安
然
の
誕
生
を
承
和
八

年

(八
四
一)
と
す
れ
ば
貞
観
八
年

(
八
六
六
)
は
二
十
六
才
で
あ
る
か

ら
、
私
記

一
部
は
安
然
の
二
十
六
、
七
才
頃

に
か
け
て
の
著
述
と
考
え

ら
れ
る
。
も
し
そ
う
と
す
れ
ば
誠
に
安
然
の
若
き
時
期
の
作
で
あ
る
こ

安
然

の
即
身
成
仏
義
私
記
に

つ
い
て

(池

山
)

五

一
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五
二

と
を
知

る
の
で
あ
る
。

(
二
)

私
記

一
部
の
組
織
と
併
せ
て
大
意
が
、
冒
頭
の
五
、
六
行
で
ま
と
め

記
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
法
華
経
妙
解
に
よ
る
教
の
面
と
、

円
頓
止
観
に
よ
る
観
の
面
と
の
、
教
と
観
と
の
両
面
か
ら
即
身
成
仏
を

論
ず
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述

べ
て
い
る
が
、
教
の
面
か
ら
は

ト
ハ

ニ
シ
テ

セ
ラ
レ
テ

妙
法

蓮
華

者

一
切
如
来

微

妙

因

果

…
…
乗

ご此

乗
一者

白
牛

運

載

直

ル

ニ

ヲ

テ

ハ

ニ

ス

ニ

至
二
道
場
一…
…
是

以
八
才
竜

女
頓
坐

二
正
覚
之
台
一

と
述

べ
、

観

の
面

か

ら

は

ナ
リ

シ
テ

ク
ニ

ギ

摩
詞

止
観
者

一
切
菩
薩
速
疾
径
路

…
…
観

二
此
観

一者
神
通
飛
騰

疾

行
二
宝

ニ

カ

ニ

ル

処

一…
…
三

生
之
弟
子
速

入
二
正
聚
之
位

一

と
述

べ
、

続

い
て

レ

ニ
シ
テ

シ

ズ
ル

ヲ

煩
悩

是
菩
提

無
レ
断
二
身
因

一

レ

ニ
シ
テ

シ

ブ
ル

ヲ

生
死
是
浬
藥

無
レ傷
二陰
入
輔

と
、
即
身

の
内
容
を
記
し
て
、
私
記

一
部
の
大
意
に
換
え
て
い
る
。
次

に
幸
い
に
如
実
弘
経
の
師
に
値
い
親
し
く
即
身
成
仏
の
正
し
い
義
を
聞

き
、
師
の
説
の
通
り
信
受
し
習
学
し
、
信
受
習
学
し
た
結
果
、
即
身
成

仏
の
経
論
を
敬
い
集
め
て
私
記

一
部

の
成

つ
た
こ
と
を
明
し
、

ビ
ニ

ジ

ス

教
観
並

弁
違
順
讐
通

と
云
つ
て
、
四
十
五
問
答
か
ら
成
る
教

の
面
と
、
十
九
問
答
か
ら
成
る

観
と
の
両
面
よ
り
弁
じ
、
更
に
重
ね
て
そ
れ
等
を
二
十
の
難
義
と
会
通

と
に
纒
め
て
違
順
を
讐

べ
て
通
じ
て
い
る
と
述
べ
て

一
部
の
組
織
の
大

綱
を
示
し
て
い
る
。

こ
こ
に
先
に

「如
実
弘
経
の
師
」
と
云
い
、
「師
よ
り
親

し
く
聞
」

い
た
と
す
る
安
然
の
師
と
は
誰
で
あ
ろ
う
か
。

(
3
)

先
人
は
安
然
の
相
承
を
論
じ
て
、
師

と
目

さ

れ
る
人

に
、
慈
覚

大

師
、

智
証
大
師
、
遍
昭
僧
正
、
道
海
、
長
意
、

心
覚
、
斉
詮
、
湛
契
、

猷
憲
、
常
斉
、
安
高
、
三
修
、
源
仁
、
等
凡
そ
十
五
人
を
顕
密
相
承
の

師
と
し
て
引
証
列
挙
し
な
が
ら
も
、
安
然
の
入
山
進
具
等
初
時
期
の
師

と
し
て
は
慈
覚
大
師
な
ら
ん
と
推
定
し
て
い
る
。
私
記
本
文
中
に
も
第

二
十
二
問
答
の
中
に

「然
引
二師
説
一当
二委
解
悟

こ

と
あ
り
、
又
第
二

十
四
問
答
中
に
も

「
先
師
後
超
レ代
旨
同
」
と
云

つ
て
信
受
親
聞

の
師

の
こ
と
を
屡

々
出
し
て
い
る
が
、
こ
れ
等
に
よ

つ
て
は
師
と
は
誰
人
で

あ
る
か
は
速
か
に
断
じ
難
い
が
恐
ら
く
は
慈
覚

大
師
で
あ
ろ
う
。
私
記

キ

ニ

キ

の
後
段
の
二
十
難
会
の
第
十

一
難
会
に

「
法
順

和

上
自
往
二彼
国
一聞
ニ

ノ

ヲ

ジ

ニ

シ

チ

ズ

ニ

念
仏
声
一則
転
二
漢
土
一吾
師
往
訪
乃
転
二維
山
一今
常
行
三
昧
所
行
声
是

也
」
と
安
然
自
身
が
記
し
て
い
る
。
法
順
和
上
が
極
楽
に
往
生
し
て
彼

の
地
の
念
仏
の
声
を
聞
い
て
そ
れ
を
漢
土
に
移

し
、
吾
師
も
漢
土
に
往

き
そ
れ
を
見
聞
し
て
此
の
叡
山
に
移
し
た
の
が
今
行
わ
れ
て
い
る
常
行

三
昧
所
行

(引
)
声

(
念
仏
)
で
あ
る
と
云
う

の
で
あ
る
。

こ
の
事
に

(
4
)

関
し
て
は
同
じ
く
安
然
の
金
剛
界
大
法
対
受
記
巻
六
に

昔
斯
那
国
法
道
和
上
現
身
往
二生
極
楽
国
一親
聞
二水
鳥
樹
林
念
仏
之
声
一以

ニ

伝
二
斯
那

一慈
覚
大
師
入
二
五
台
山

一学
二
其
音
曲
一
以
伝
二
叡

山

一此

有
二長

短

二

声
合
殺

五
声

一
…
…
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と
あ
つ
て
法
順
、
法
道
と
名
こ
そ
異
な
る
も
、
自
ら
極
楽
国

へ
往
き
念

仏
の
声

を
聞
い
て
中
国
に
伝
え
、
慈
覚
大
師
が
五
台
山
を
往
訪
し
て
叡

山
に
そ
れ
を
伝
え
た
と
あ
る
か
ら
、
私
記
の
吾
師
と
は
慈
覚
大
師

で
あ

る
こ
と
が
解
り
、
安
然
の
師
と
は
少
く
と
も
貞
観
六
年
ま
で
は
慈
覚
大

師
で
あ

つ
た
と
断
じ
て
よ
か
ろ
う
。

日

次
に
私
記

一
部
の
梗
概
を
見
て
み
よ
う
。
先
づ
法
華
経
妙
解
の
教
の

面
か
ら

の
即
身
成
仏
の
論
述
と
し
て
は
、
伝
教
大
師
の
法
華
秀
句
十
勝

中
の
第
八
即
身
成
仏
化
道
勝
を
第

一
典
拠
と
し
、
こ
れ
を
出
発
点
と
し

て
問
答

を
四
十
五
重
ね
て
進
め
て
い
る
。
法
華
秀
句
の
即
身
成
仏
化
道

勝
と
は
法
華
経
提
婆
達
多
品
に
説
か
れ
て
い
る
年
僅
か
八
才
の
竜
女
が

成
仏
す

る
の
は
法
華
経
力
に
よ
る
、
即
ち
幼
少
で
あ
り
、
畜
生
の
身

で
あ

り
、
女

で
あ
り
な
が
ら
速
疾
頓
疾
に
成
仏
し
た
の
は
法
華
経
の
力
用
に

よ
る
の
で
あ
る
と
云
う
の
が
伝
教
大
師
の
主
張
で
あ
る
。
安
然
は
こ
の

伝
教
大
師
の
主
張
か
ら
出
発
し
て
博
引
労
証
、
微
に
入
り
細
を
穿

つ
て

即
身
成

仏
義
を
展
開
す
る
の
で
あ
る
が
そ
の
要
点
を
三
、
四
記
し
て
み

よ
う
。
私
記
に
お
け
る
第

の
関
心
問
題
と
し
て
は
、
即
身
の
身
は
成

仏
の
前

と
後
で
は
異
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
元
来
成
仏
と
は
天
台
に
お

い
て
は

一
分
無
明
を
断
じ

一
分
中
道
の
理
を
証
す
る
と
こ
ろ
か
ら
聖
位

に
入
り
実
報
無
障
碍
土
に
住
す
る
の
で
あ
り
、

こ
の
時
に
は
変
易
法
性
ス
ル
ヲ

身
を
得
る
の
で
あ
り
、
従

つ
て
法
華
玄
義
釈
銭
に
も

「捨
二
生
身
一居
ニ

ク

ト

実
報
騨名

二法
身
こ

と
あ
つ
て
生
身
を
捨
て
る
と
あ
る
で
は
な
い
か
。

成
仏
の
前
は
生
身
、
成
仏
時
に
は
生
身
を
捨
て
て
法
性
身
を
得
る
筈
で

あ
る
と
の
疑
問
を
紹
介
し
(第
十
八
間
)
、こ
れ
に
対
し
て
法
華
経
に
「
父

母
所
生
身
得
二六
根
清
浄
一身
如
二浄
瑠
璃
一清
浄
無
二蝦
稼
一又
如
二浄

明

鏡
一悉
見
こ諸
色
像

一錐
レ未
レ
得
二無
漏
法
性
之
妙
身
叫而
是
持
経
者
先
得
二

如
是
相
こ

(法
師
功
徳
品
略
抄
)
と
あ
つ
て
父
母
所
生
身
の
ま
ま
で
六
根

清
浄
を
得
る
と
か
、
又
は
顔
色
蘇
白

(安
楽
行
品
)
等
と
あ
る
の
が
そ
の

証
文
で
あ
る
(第
二
+

一
問
答
、
第
二
十
二
問
答
)
と
し
、
相
似
即
六
根
と

は
相
似
清
浄
を
云
い
、
分
真
即
の
六
根
は
清
浄
を
更
に
転
増
す
る
の
で

あ
る
。
相
似
身

(生
身
、
父
母
所
生
身
)
が
清
浄
で
あ
る
と
は
法
身
に
似

て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
分
真
身
と
は
分
々
に
法
身
に
転
ず
る
こ
と
で
あ

る
。
釈
籔
に
生
身
を
捨
て
る
と
あ
る
の
は
生
身
を
実
際
に
捨
て
る
の
で

は
な
く
転
ず
る
こ
と
で
あ
る
。
転
ず
る
こ
と
を
捨
て
る
と
表
現
し
た
ま

で
で
こ
の
捨
と
云
う
の
は
転
捨
の
意
味
で
あ
る
と
し
て
、
あ
く
ま
で
成

仏
時
に
は
生
身
の
ま
ま
で
あ
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
(第
二
十
二
問

答
、
第
二
十
三
問
答
、
第
五
十
八
問
答
)
次
に
然
ら
ば
成
仏

は
生
身
の
ま
ま

で
あ
り
、
生
身
は
不
捨
で
あ
つ
て
転
ず
る
の
み

で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ

の
変
化
転
換
の
時
は
何
時
で
あ
る
か
が
問
題
に
な
る
。
私
記
で
は
こ
の

(
5
)

問
題
を
光
定
が
慈
覚
大
師
に
托
し
て
唐
宗
頴
よ
り
得
た
唐
決
を
引
用
し

て
論
述
し
て
い
る
。
こ
の
唐
決
に
お
け
る
光
定

の
問
は
、
抑

々
即
身
成

仏
は
分
真
即
の
所
、
即
ち
初
住
位
で
行
わ
れ
る

こ
と
か
、
或
は
凡
位
の

相
似
即
で
行
わ
れ
る
こ
と
か
。
も
し
初
住
位
で
行
わ
れ
る
こ
と
な
ら
ば

分
段
生
身
よ
り
変
易
法
性
身
に
成
る
の
で
あ
る
か
ら
隔
生
で
な
け
れ
ば

安
然

の
即
身
成
仏
義
私
記

に

つ
い
て

(池

山
)

五
三
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五
鴎

な
ら
な

い
こ
と
に
な
り
、
即
身
成
仏
と
は
云
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ

う
で
な
く
相
似
即
で
成
仏
す
る
と
云
う
な
ら
ば
そ
の
証
文
如
何
と
問
う

に
対
し
て
、
宗
頴
は
、
初
住
聖
位
に
入
る
に
は
、
相
似
後
心
に
お
い
て

初
住
に
入
る
の
に
障
碍
に
な
る
煩
悩

(無
明
)
を
断
じ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
も
し
相
似
位
中
で
無
明
を
断
じ
な
け
れ
ば
何
に
由

つ
て
初
住
に

入
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
。
相
似
後
心
で
無
明
を
断
じ
て
八
相
成
道
す

る
こ
と
を
初
住
位
と
名
づ
け
る
の
で
あ
る
。
断
障
入
住
の
は
た
ら
き
か

ら
云
え
ば
即
身
成
仏
は
正
に
相
似
即
に
あ
る
と
云
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
答

え
て
い
る
。
安
然
は
こ
れ
を
受
け
て
、
故
に
即
身
成
仏
と
は
即
生
即
入

で
あ
り
分
段
生
身
を
捨
て
ず
変
易
法
性
身
も
別
に
受
け
な
い
の
で
あ
る

と
断
じ

て
い
る
。
(第
二
十
三
問
答

・
第
六
十
問
答
)
次
に
問
題
に
な
る
の

は
生
身

に
て
無
生
忍
を
得
た
菩
薩
は
実
報
土
に
入
つ
て
弘
経
出
来
ぬ
の

は
勿
論

の
こ
と
方
便
有
余
土
に
も
入
る
こ
と
が
出
来
ぬ
、
即
ち
上
二
土

に
て
の
弘
経
が
出
来

ぬ

(玄
義
第
六
云
生
身
菩
薩
只
能
此
土
他
土
弘
経
…
…

(
6
)

不
能
上
土
利
益
)
と
云
う
の
に
何
故
に
法
身
に
な
る
と
云
う
の
か
の
疑
問

に
対
し
て
、
観
智
未
熟
で
あ
る
か
ら
方
便
有
余
土

へ
も
入
る
こ
と
が
出

来
な
い
の
で
あ
る
。
観
智
が
淳
熟
な
ら
ば
生
身
を
転
じ
て
実
報
土
に
入

り
法
身

に
転

ず
る
の
で
あ

る

(第
三
+
四
問
答
、
第
+
難
会
、
第
+

一
難

会
)
と
答

え
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
も
し
観
智
淳
熟
な
る
故
法
身

に
転

ず
る
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
彼
の
超
登
十
地

(玄
義
第
三
云
然
円
教

肉
身
於
一二

生
中
一有
二超
登
十
地
之
義
一此
即
煩
悩
已
破
無
二地
獄
業
猶
有
二肉
身

(
7
)

一未
レ
免
二
悪

獣

一)
の
人

に

肉

身

が

あ

り
虎

狼

悪

獣

の
怖

れ

あ

り

と

す

る

は

不
審
で
あ
る
と
疑
う
の
に
対
し
て
、
超
登
十
地

と
は

一
々
次
か
ら
次

へ

証
入
す
る
の
で
な
く
、

一
一
の
地
中
に
皆
超
入

の
義
が
あ
る
か
ら
超
登

と
云
つ
た
の
で
、

一
々
地
中
未
熟
で
あ
り
従

つ
て

一
一
の
地
中
に
悪
獣

の
怖
畏
が
あ
る
と
答
え
て

い
る
。
(第
三
十
四
問
答
、
第
三
十
五
問
答
、
第

三
十
六
問
答
、
第
十

一
難
会
、
第
十
二
難
会
)

以
上
教
の
立
場
の
論
述
の
中
に
は
こ
の
よ
う
な
超
登
十
地
、

十
地
虎

狼
の
外
、
義
科
十
六
算
中
の
即
身
成
仏
義
の
名

の
下
に
挙
げ
ら
れ
て
い

る
竜
女
権
実
、
竜
女
分
極
、

二
土
弘
経
、
と
云
う
後
世
の
論
議
題
目
と

な
つ
た
も
の
が
既
に
こ
の
私
記
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
の
で

あ
る
。
次
に
観
の
立
場
か
ら
の
円
頓
止
観
に
よ
る
即
身
成
仏
の
十
九
問
答
の

論
旨
は
、
六
即

(
理
即
、
名
字
即
、
観
行
即
、
相
似
即
、
分
真
即
、
究
寛
即
)

全
て
が
止
観
で
あ
り
、
菩
提
で
あ
り
、
成
仏
で
あ
る
と
の
六
即
成
仏
を

主
張
し
て
い
る
。

こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
相
似
後
心
で
成
仏
す
る
な

ら
ば
そ
れ
以
後
の
後
位
の
修
証
は
不
必
要
で
な

い
か
と
云
う
修
行
否
定

の
反
論
で
あ
る
。
(第
四
十
九
問
答
、
第
五
十
問
答
、
第
六
十
四
問
答
)
そ
れ

に
対
し
て
即
な
る
が
故
に
初
後
不
二
で
修
証
不

用

の
如
く
思

わ
れ
る

が
、
六
の
差
別
あ
る
が
故
に
修
証
の
必
要
が
あ
る
と
の
円
教
実
義

の
立

場
を
明
確
に
し
、
こ
こ
に
六
即
の
興
起
が
あ
り
六
即
の
価
値
が
あ
り
、

名
字
を
聞
け
ば
名
字
成
仏
で
あ
り
、
観
行
を
修
す
れ
ば
観
行
成
仏

で
あ

り
乃
至
究
寛
に
至
れ
ば
究
寛
成
仏
で
あ
る
と
答

え
て
い
る
。
又
、

即
身

(
8
)

成
仏
と
は
観
無
量
寿
経
疏
に
云
う
所
の
是
心
作
仏
是
心
是
仏
の
心
の
み
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の
作
仏

で
あ
つ
て
、
身
の
作
仏
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
に
対

し
て
、

心
が
作
仏
し
た
な
ら
ば
身
も
亦
た
随

つ
て
作
仏
す
る
の
で
あ
る

と
し
て
あ
く
ま
で
体
に
即
し
て
の
即
身
成
仏
を
主
張

し
て

い
る
。
(第

五
十

一
問
答
)
こ
の
よ
う
に
天
台
円
教
の
成
仏
は
隔
生
で
な
く
即
生

で

あ
り
、
生
身
肉
身
を
捨
て
る
の
で
な
く
不
捨
で
あ
る
と
論
じ
、
最
後
に

貞
観
五
年
六
月
法
華
会
の
即
身
成
仏
の
争
い
を
記
録
し
て
い
る
。
貞
観

五
年
の
大
論
争
の
内
容
は
大
約
四
点
で
あ
り
、
そ
の
四
点
と
は
、
以
上

私
記

一
部
の
梗
概
と
し
て
述
べ
て
来
た
も
の
と
大
差
が
な
く
、
安
然
は

こ
の
四
点
に
立
脚
し
て
緻
密
な
論
証
に
よ
る
六
十
四
問
答
二
十
難
会
の

該
博
な
論
述
に
仕
上
げ
た
の
で
あ
る
。

四

即
身
成
仏
の
問
題
は
貞
観
五
年
に
突
然
勃
発
し
た
も
の
で
な
く
、
遠

く
伝
教
大
師
よ
り
由
来
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
安
然
が
私
記
に
て
即

身
成
仏
を
論
ず
る
に
当
り
、
出
発
点
と
し
て
伝
教
大
師
の
法
華
秀
句
の

即
身
成
仏
化
道
勝
の
文
を
大
量
に
引
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
始
ま
つ
て

い
る
こ
と
に
徴
し
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
伝
教
大
師
を
初
め
天
台
円
宗

の
初
期

の
宗
論
相
手
は
法
相
宗
で
あ

つ
た
。
法
相
宗

の
成
仏
は
有
学
が

分
段
身

の
ま
ま
で
寿
命
を
増
し

(増
寿
変
易
)
三
大
劫
を
経

て
始

め
て

成
仏
す

る
の
で
あ
る
か
ら
界
内
分
段
身
の
ま
ま
で
、
報
を
改
め
な
い
点

は
如
何

に
も
即
身
と
も
云
い
得
る
よ
う
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
歴
劫
成
仏

で
あ
る
と
し
て
伝
教
大
師
は
厳
し
く
排
撃
し
、

一
乗
円
教
は
大
直
道
で

あ
り
、
速
疾
成
仏
で
あ
る
こ
と
を
特
に
即
身
成
仏
の
義
で
主
張
せ
ら
れ

た
。
続
い
て
天
台
宗
安
定
時
代
に
入
る
や
、
即
身
成
仏
義
に
対
し
て
内

部
か
ら
疑
問
が
提
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
円
澄
、
光
定
、
徳
円
等
が

相
継
い
で
唐
の
学
匠
に
そ
の
決
を
仰
い
で
い
る
。
円
澄
は
三
十
間

の
中

の
第
二
十
九
問
に
お
い
て
、
初
住
に
入
る
に
は
此
の

一
生
に
て
修
し
証

す

べ
し
と
あ
る
も
、
竜
女
は
実
は
前
世
に
種
修
し
て
お
り

一
生
修
証
で

な
い
が
如
何
と
尋
ね
、
光
定
は
六
問
中
の
第
三
問
に
お
い
て
、
即
身
成

仏
は
初
住
で
あ
る
の
か
、
も
し
そ
う
な
ら
ば
分
段
よ
り
変
易
に
入
る
の

で
あ
る
か
ら
即
身
即
生
で
は
な
く
、
隔
生
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
質

疑
し
て
お
り
、
徳
円
は
十
間
中
第
八
間
に
お
い
て
、
即
身
成
仏
と
云
う

も
身
は
無
明
所
感
の
身
で
あ
る
か
ら
捨
す
べ
し
と
も
思
わ
れ
、
捨
、
不

捨
何
れ
と
も
決
し
か
ね
る
、
真
言
宗
の
或
る
者
は
、
真
言
加
持
に
よ
つ

て
全
身
変
転
し
、
こ
の
身
を
捨
て
る
こ
と
な
く
無
漏
界
身
を
受
け
る
の

で
あ
る
と
云
い
、
或
る
者
は
無
明
所
感
の
身
は
必
ず
捨
て
て
無
漏
界
身

を
得
る
の
で
あ
る
と
云
つ
て
い
る
が
何
れ
が
正
し
い
か
と
疑
問
を
呈
し

て
い
る
。
初
め
は
対
法
相
で
あ

つ
た
も
の
が
後
に
は
真
言
宗
の
強
力
化

に
よ
つ
て
対
真
言
に
関
心
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
の
を
知
る
の

で
あ
る
。
対
法
相
に
お
い
て
は
界
内
分
段
増
寿
変
易
歴
劫
成
仏
に
対
し

て
天
台
は
二
乗
作
仏
の
立
場
上
定
性
二
乗
廻
心
向
大
は
分
段
身
を
捨
て

て
の
変
易
身

で
あ
る
と
云
う
よ
う
に
分
段
捨
に
重
点
が
置
か
れ
た
傾
向

に
あ
つ
た
か
と
も
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
、
対
真
言
に
お
い
て
は

真
言
宗
が
父
母
所
生
身
そ
の
ま
ま
の
成
仏
と
云
う
の
に
刺
激
さ
れ
対
抗

し
て
、
大
直
道
、
速
疾
の
極
限
と
し
て
即
身
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
し
か

安
然

の
即
身
成
仏
義
私
記
に

つ
い
て

(
池

山
)

五
五
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安
然
の
即
身
成
仏
義
私
記

に
つ
い
て

(
池

山
)

五
六

も

心
作

仏

の
理

の
み

な

ら
ず

身

作

仏

の
事

を

強

調

す

る

に

至

り
、

安

然

即
身

成

仏
義

の
中

の
生
身

不
捨

の
主

張

に
な

つ
た

の

で
あ

ろ

う
。

1

柏
原
案

立
巻

六
二
種
相
即
の
下

に
こ
の
論
争

を
取
り
上

げ
、

「
貞
観

五

年

の
法
華
会

に
四
十
長

講
の
衆
、

捨
不
捨

を
諄

う
時
、
決
を
覚
大
師

に
尋

ね
奉
る
時
、

か
く
の
如
く
決
し
給

い
し
か
ば
、

三
井
の
学
侶
皆

な
諄

い
を

留

め
畢
ん
ぬ
云

々
」
と
あ

つ
て

一
類

の
執
者

を
三
井
寺
派

の
学
侶
と
断

定

し

た
の
は
如
何
な
も

の
で
あ
ろ
う
か
。

2

天
台
止
観
私
記
巻
八

(
日
本
仏
教
全
書

一
〇

八
六
頁

以
下
)

に
貞
観

五

年
六
月
法
華
会
即
身
成
仏

の
諏

い
に
触

れ
、
安

然
私
記
中

の
大
師
を
受
け

て
覚
大
師
、

或
は
慈
覚
大
師
と
し

て
い
る
。
前

註
柏
原
案
立
も
大
師
を
慈

覚

大
師
と
し

て
い
る
。

3

比
叡
山
専
修
院
本
科
研
究
会
学
報
第

一
輯
所
載

「
五
大
院
先
徳
安
然
大

和
尚

の
相
承

に
つ
い
て
」

4

日
本
大
蔵
経
四
八
。

八
頁

5

大
日
本

続
蔵
経

一
ノ
二

ノ
五
。

四
二
三
丁

6

法
華
玄
義

釈
籔
会
本
七
上
。
九

丁

7

右
同

二
下
。

四
十
七
丁

8

仏
説
観

無
量
寿
仏
経
疏
妙
宗
砂
会
本
巻

四
。
十

四
丁

-580-


